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１． 来春は“池完成 90周年”追慕祭を盛大に！ 

～韓国・大邱の人々が決意表明～ 

4 月 8 日の 10 時、韓国・大邱市の寿城池の畔にあ

る墓前で、池を造成し、大邱農民の恩人と慕われた

水崎林太郎翁（岐阜市出身）の 77 回忌の追慕祭が

行われました。 

 
水崎翁の墓は、遺言によって池の近くに造られま

したが、その後「水崎翁は日本人だから、きっと桜の

花が見たいだろう！」という人たちの手で、周囲に桜

の花が植えられました。 

追慕祭の朝は、昨日まで咲き誇っていた桜がいっせ

いに散り始め、翁の墓は散り積もった桜の花であた

かも雪を被ったかのように見えました。 

 追慕祭に参加したのは、およそ 100 人。地元の大

邱市寿城区の人々に加え、元駐日韓国大使や駐ソ

ウル日本大使館の総括公使や領事の他、日本各地

からの水崎林太郎の曽孫や墓守りだった故徐彰教さ

んの友人たちが、数多く駆けつけていました。 

 

 
 

 
 様々の障害を乗り越えて、寿城池を完成させた水

崎翁が亡くなったのは昭和 14年（1939年）でした。 

故人となって既に 77年という長い年月が流れたのに、

今もなお水崎翁の名を忘れず追慕祭を続けている

大邱の人たちに、頭が下がる思いがしました。 
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今年の追慕祭では、祭事を主催している韓日親

善交流協会のイ・ドングン会長とイ・ジンフン寿城区

長から注目すべき発言がありました。ご紹介しておき

ましょう。まず、イ・ドングン会長の挨拶です。 

 
 

「水崎林太郎先生の業績を称えるため、韓国ばかり

か日本の各地からも多くの方々に参加して頂き、心

から感謝申し上げます。（中略）日韓両国間の近代

史には、光輝いた短い時間と暗闇に閉ざされていた

長い時間があったと言えます。 

しかし、その歴史も見方を変えてみると、暗闇の後

には必ず明るい光が戻ってくるという真理を語ってい

るように見えます。受け入れることが難しい過去の出

来事も、いったん勇気を出して相手を抱擁することが

出来れば、素晴らしい未来が訪れ、韓日両国は光り

輝く共生の歴史を歩み続けることが出来ると信じてい

ます。  

寿城池の築造にあたって、幾多の障害を乗り越え

て遂に池を完成させた水崎林太郎先生の生きざまに

学びつつ、韓日友好の道を民間交流を通して少しづ

つでも築いていこうではありませんか?! 来年は寿城

池の完成から、まさに 90 周年という節目の年に当た

りますので、意義深い追慕祭を盛大に行いたいと考

えています。 ありがとうございました！」 

 
 

自らを知日派というイ・ドングン会長の誠意と勇気

のこもった発言には、満場の拍手が湧いていました。 

続いては、イ・ジンフン寿城区長の挨拶です。 

 

「水崎先生は、1924 年（大正 13 年）に、この地で

朝鮮人 4 人の仲間と共に、大邱の水不足を抜本的

に解消しようと寿城水利組合を設立しました。そして、

朝鮮総督府はじめ地元の人々の理解を得るべく奔

走、様々な困難をのり越え、1927 年（昭和 2 年）4 月

27日に遂に寿城池を完成させました。（中略） 

寿城区としては、寿城池完成までの水崎先生の奮斗

など正しい歴史を伝えるため、水崎先生の墓地を含

めたテーマ公園を造りたいと考えています。 

 

池が完成してから 90 年という来年の追慕祭が、い

つもに増して盛大に行われ、韓日交流に弾みがつく

よう私たちも努力いたします！」 

イ・ジンフン区長は、この様に将来、寿城池の一画を 

韓日友好交流の拠点にする意図もこめたテーマ公

園にしたいと発言、大きな拍手を受けていました。 

 

 
 

イ・ドングン会長    

イ・ジンフン寿城区長 
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追慕祭の最後に水崎翁の曽孫にあたる水崎元宏さ

ん（岐阜県各務原市で花屋を経営）が集まった人々

にお礼の挨拶をしました。 

 

「私は、林太郎おじいさんが亡くなってから、ずっと後

に生まれたので、おじいさんについては、ほとんど知

識がありませんでした。教えられていたのは、戦前に

大邱という町で大きな池を造った人ということだけで

した。ところが 15 年ほど前に、今は故人となっている

父の五美と追慕祭に参加して、初めて水崎林太郎と

いう先祖のことが、よく分りましたが、あの時、大邱の

皆さんが林太郎おじいさんが亡くなって、50 年以上

も経っているのに、追慕祭をやって頂いていることに

大変、感動したことを覚えています。 

私は岐阜県の各務原市で花屋を経営していて、多

忙のあまり、これまで時々しか追慕祭に参加できなく

て申し訳なく思っています。 

今後は、極力、毎年 参加できるよう努力していくつも

りです。どうもありがとうございました。」 

 

この挨拶にも盛大に温かい拍手が送られました。 

 
 

 
 

 

以上、お伝えしたように来る 2017年の 4月には寿城

池完成から 90周年という節目となる追慕祭が盛大に

行われそうな様子です。 

この 7 月には、大邱の韓日親善交流協会のイ・ド

ングン会長ら会の幹部たちと寿城区のイ・ジンフン区

長たちが大挙して、水崎翁の故郷・岐阜市を訪問し

細江市長に協力を要請する予定もあるそうです。 

 来年、予定通り事が進めば春 4 月には、私たち日

韓市民ネットのメンバーも水崎翁の子孫の皆さんを

先頭に追慕祭に参加し、さらに友好都市大田を含め

各地の人々と交流することも考えることになるでしょう。 

 

招魂の舞 

水崎元宏氏   

昨年の新聞報道 
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２． 第 19回日韓市民ネットワーク・なごや総会の報告 

～3月 6日・名古屋国際センター～ 

3 月 6 日、会の第１9 回目の総会を開きました。この

総会と 2 月に行った新春交流会の双方で、事務局

の後藤が皆さんにお話した内容を、まず紹介させて

頂いた後、総会で決定した事項を掲載させていただ

きます。 

私は、概容 次のようなことを申し上げました。 

「会が発足してから、なんと 19 年目の春を迎えること

ができました。日韓の間に政治的な緊張感がぬぐい

切れず漂っている昨今ですが、こんな状況下でも、

私たちの会が存続し続けていられるのは会員の皆さ

んの献身的なご協力があってこそと感謝しています。 

 さて、最近の日韓関係をよく象徴している数字があ

ります。それぞれの国を、どれだけの隣人が訪問した

かを表す数字です。昨年、韓国から日本を訪れた観

光客は、なんと 400 万人の大台を越えました。韓国

の人たちは余り政治的な緊張感を抱いていないよう

に見えます。 

 その一方で、日本からの韓国を訪れたのは半分以

下の 183 万人にとどまりました。韓流ブーム華やかな

りし頃は、1 年に 350 万人もが韓国を訪問していた

訳ですから、当時と比べれば、半減の有様です。も

ちろん、この極端な人数の差を、円安が影響したか

らという見方で説明する人もいます。 

 しかし、一部には円安要因もあるもののズバリと言

えば、日韓の間にわだかまる慰安婦問題などを背景

に嫌韓気分にとらわれている人々がかなり増えてき

て、韓国に行きたい人たちの行きたい気持ちにブレ

ーキをかけているように見えないでしょうか？ 

 皆さんご存知のように相互理解を進めるためには、

お互いが相手の懐に飛び込んで、その国の文化や

民族性をよく知ることが一番の早道だと思うのです。

様々な政治上の問題はあるとしても私たち日韓市民

ネットの会員は率先して、韓国を訪問したり交流団を

迎えたりと、民間交流の果実をあげて行きたいと思い

ます。今年もよろしくご協力ください」と。 以下、総会

での決定事項です。 
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２日間にわたりブース出店 

新会員数名加入 

留学生３０人など総勢７２人参加 

２７人参加 

参加 ５０名 
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参加者 

参加者 

慶北大 朴天秀教授 

他学生１５名招待予定 

講師 高麗大名誉教授 金鉉球 氏 

参加者 １６０名 
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３． 大田市職員ら来名・交流 

～戦前の歴史遺産を守りたい！と～ 

4 月 14 日、私たちは韓国大田（テジョン）市から近

代の文化財保護などの活動をしているメンバー4 人

を名古屋国際センターに迎え、活動内容を聞くと共

に交流会も行いました。4 人は、大田市職員で文化

財関係の仕事を担当しているコ・ヨンスさんやアン・ジ

ュンホさんそれに大学教授で建築の歴史を調べてい

るイ・サンヒさん等で、大田近代史アーカイブスフォ

ーラムという団体に参加しています。 

14 日は、一行を代表してコ・ヨンスさんが戦前の大田

で日本人が建てた極めてモダンな住宅がアパート団

地建設で取り壊されそうになった時、危機一発の状

況から救いだし、建物を移築再建したことを報告しま

した。 

 
 

問題の建物が建ったのは 1928年（昭和 3年）、建主

は前の年まで朝鮮総督府・鉄道局の幹部だった日

本人・渡辺岩治氏でした。建物が建ったのは、当時

の朝鮮でも優良校として知られていた大田中学校の

近くで、当時から大田を代表するモダンな西洋風住

宅として有名になりました。 

 

 
 

終戦後、渡辺さん一家は日本に引き揚げますが、そ

の後を受け継いだ韓国の人は、私たちの会員で故

人となった大田からの引揚者、大久保舜司さんや中

井康雄さんの同級生である、朴英圭さんの知人の友

人だったそうです。 

 戦後の大田は、大田万博の開催地になるなど膨張

を続け、民家を取り壊してアパート団地が各地に建

設されました。そんな団地建設の嵐が吹き荒れる中

で、くだんのモダン住宅も危機を迎えます。コ(高)さ

んたちは、この建物は、近代大田の歴史遺産だと訴

え文化財指定を勝ちとりました。そして業者が一方的

に取り壊しにかかった時には、工事中止の行政命令

を出して建物を保護、その後、近くの市有地に移設

し、保存することに成功したと言います。 

最近、渡辺岩治氏の曽孫にあたる女性が建物を訪

れ、保存までのいきさつを聞いて涙ぐんでいたそうで

す。 

 
 

 

移築再建された渡辺邸（愛称トンガリ屋根の家）  

渡辺岩治一家の家族写真 

戦前の渡辺邸  

渡辺氏の曽孫の女性（水野恭
やす

子
こ

さん） 
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大田のアーカイブス・フォーラムのメンバーは、大田

駅の東側の蘇堤洞に４０棟も残る鉄道官舎群も大田

の発展史上の遺産として１棟でも残すことができない

か話し合っているといいます。この鉄道官舎群は、私

たちの会員で大田機関庫の職員を父に持った故人

の中井康雄さんも住んでいた所です。事務局の後藤

も、この４月８日の大邱での水崎翁追慕祭を終えた

翌日、大田駅裏の元鉄道官舎群を見て「確かに、貴

重な歴史の証人だから、なんとか一棟だけでも渡辺

氏住宅のように保存できないか…」と思ったものでし

た。 

 

来る 2017 年４月に大邱での水崎追慕祭が盛大に挙

行されることになれば、私たちも会を挙げて参加した

後、大田にまで足を伸ばして大田の鉄道遺産として

元鉄道官舎、渡辺家住宅、さらに、日本人の遺骨を

収めた弘道塚などを歴訪したのち、アーカイブフォ

ーラムのメンバーを激励したらどうかと考えています。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集 応援（非会員）中川修介 

大田グループの報告会 元鉄道官舎郡（樹木の背後のビルが大田駅） 


